
ギリシャ神話に出てくる女神テミスは、
法の女神とされる。目に目隠しを施し、右
手に正邪を断ずる剣を掲げ、左手に公平・
公正を表す天秤を持つ女神像は、法・正義
・裁判の理念を表す象徴として、裁判所や
法律事務所などに飾られていることが多
い。その女神像になぜ目隠しが施されてい
るのか。一般には、人の容貌や態度などの
外観にとらわれず、先入観や予断を持た
ず、公正に裁くことの象徴として目隠しを
しているのだと説明されることが多いが、
私の理解によれば、他に、裁きは目で見て
行うのではなく、剣と天秤のみにより正邪
を厳正に断じるものである、人の目は誤魔
化せても法の目は誤魔化せない、という法

の権威や裁判の峻厳さを
あらわす意味も込められ
ていると思われるのであ
る。
その故に、この像が学
校や企業等の身近なとこ
ろにも置かれていれば、
多くの人が法の権威や裁
判の峻厳さを思い起こす
機縁となり、偽装事件等
の不祥事の防止にもつな
がり、健全な社会生活や
企業経営等に資するとこ

ろが大きいのではないかと考えている。
私達の日常生活や企業等の経済活動は、
いずれも自由な自己決定に基づいて営まれ
るが、社会のルールである法律や個人間の
約束事である契約等には従うべきものとさ
れる。その違反に対してはさまざまなペナ
ルティが科され、それによって法や契約の
遵守が確保され、秩序ある平穏な社会生活
や経済活動が維持されることになるのであ
る。この基本的なあり方自体に変化はない
が、急速に進展する社会のグローバル化な
どの状況を受け、事前の法規制や調整を緩
和し、より自由で主体的な個人の活動を促
し、自己責任の下に活性化した社会の実現
をめざすこととなってきた。そのような中
にあって、規制や調整が緩和される趣旨を
正解せずに、自由な活動という隠れ蓑の下
に自らの利益のみを優先させ、人の目を誤
魔化すルール違反を繰り返して省みない個
人や企業が続出する異常な事態が続いてい

とくしょく

る。文書偽造・�職・談合・脱税・報酬や
補助金の過大請求等々の不正を報じる記事
が新聞の社会面を埋め尽くすのも珍しいこ
とではない。マンションの建築設計をめぐ
る耐震強度偽装事件が大きな社会問題とな
り、関係者が刑事訴追を受け、関係企業が
倒産したのはついこの間のことであったと
いうのに、またもや同様の偽装事件が表面

化しているほか、あの業界、この業界にお
いて、老舗を誇る業者の取り扱う各種商品
等（料理・乳製品・食肉・精米・菓子・建
築資材等々）に製造日・賞味期限・産地・
品質等の偽装のあることが相次いで発覚
し、業者が行政の指導を受け、遂には休業
や倒産に追い込まれるという事態も後を絶
たない。意識的に消費者の目を誤魔化して
きた業者もあれば、消費者や従業員の声を
歪んだクレーマーや内部告発者の声として
等閑視し、自らの不正を正すことを怠って
きたという業者もあるが、いずれも不正が
表面化した他社の先例を単なる「不運」や
「災難」としてしかとらえず、自らの活動
についての教訓や戒めとして活かすことを
してこなかったというものである。倫理観
に欠ける経営姿勢であるという以上に、危
機管理上の問題意識にも欠ける危うい経営
姿勢であるというほかない。法の運用も企
業の活動も、それが適正に行われるかどう
かは、所詮はそれを動かす部署に人を得る
か否かということが大きい。いずれは世に
出てそれらの運用や活動に携わることとな
る最高学府で学ぶ諸君においては、これら
の道理をしっかりと学んで将来に備えるこ
とが大切である。女神の目隠しについても
よく学んで貰いたいと思うこの頃である。

（法科大学院教授）
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専
門
が
語
学

関
係
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
ペ
ラ

ペ
ラ
で
し
ょ

う
？
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
う
で
あ

る
に
こ
し
た
こ

と
は
な
い
の
だ
が
、
現
実
に

は
そ
う
う
ま
く
い
か
な
い
▼

日
常
か
ら
外
国
語
に
触
れ
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

が
、
職
業
的
に
外
国
語
を
使

用
す
る
分
野
は
限
ら
れ
て
お

り
、
大
学
の
仕
事
が
多
忙
な

時
期
は
、
授
業
準
備
の
た
め

に
教
科
書
の
音
声
資
料
を
聞

く
だ
け
の
日
々
が
続
く
。
語

学
能
力
は
楽
器
演
奏
や
ス
ポ

ー
ツ
と
同
じ
く
実
技
な
の

で
、
継
続
し
て
使
い
続
け
な

い
と
確
実
に
低
下
す
る
。
ま

た
、
何
に
つ
い
て
も
同
じ
だ

が
、
苦
手
な
分
野
は
努
力
し

な
け
れ
ば
磨
か
れ
な
い
▼
そ

う
い
う
わ
け
で
、
数
年
前
か

ら
意
識
的
に
自
己
の
語
学
能

力
を
磨
く
よ
う
心
が
け
て
い

る
。
月
並
み
だ
が
、
学
期
中

は
授
業
準
備
を
し
な
が
ら
朗

読
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
、
通
勤
時
間

に
小
説
を
読
む
、
ネ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
く
、
な
ど
し
て

外
国
語
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
す
▼
長
期
休
暇
中
は
語
学

学
校
に
通
う
こ
と
も
あ
る
。

受
講
し
て
い
る
授
業
で
は
学

生
な
の
で
、
指
名
さ
れ
意
見

を
述
べ
る
時
は
緊
張
す
る
。

学
習
者
と
教
師
の
間
を
文
字

通
り
「
行
き
来
」
し
な
が

ら
、「
学
び
」
と
は
何
か
を
探

り
つ
づ
け
る
毎
日
で
あ
る
。

（
平
嶋

里
珂
）

２

面

高
松
塚
古
墳
壁
画
、
陶
板
で
再
現

４
・
５
面

特
集
「
関
西
大
学
の
教
育
改
革
」

６

面

社
会
学
部
四
十
周
年
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

７

面

体
育
会
覇
業
披
露
式

成
績
優
秀
者
を
表
彰

８

面

特
集
「
学
園
祭
こ
ぼ
れ
話
」
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����������������������������
����������������������������十

月
四
日
・
五
日
、
文
部
科

学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
本
学「
文

化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
」
が

百
周
年
記
念
会
館
に
て
第
一
回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
河

田
悌
一
学
長
、
拠
点
リ
ー
ダ
ー

が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
拠
点

ロ
ゴ
が
披
露
さ
れ
た
。「
人
文
学

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
称
さ
れ

る
、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館

「
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
Ｗ
�
Ｋ
ｌ
ｕ
ｇ
ｅ

人
文
学
終
身
成
就
賞
」
の
二
〇

〇
六
年
度
受
賞
者
で

あ
る
余
英
時
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
名
誉
教

授
が
「
中
日
文
化
交

渉
史
に
関
す
る
初
歩

的
考
察
」
と
題
す
る

記
念
講
演
を
行
っ

た
。
海
外
か
ら
は
北

京
・
上
海
・
武
漢
・

香
港
・
台
北
・
ソ
ウ

ル
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
ロ
ー
マ
・
エ
ア
ラ

ン
ゲ
ン
か
ら
、
国
内

は
東
京
大
学
・
京
都
大
学
・
大

阪
大
学
・
二
松
学
舎
大
学
か

ら
、
関
係
研
究
者
が
参
加
し
、

拠
点
の
創
立
を
祝
賀
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

文
化
交
渉
学
の
意
義
と
可
能
性

を
検
討
し
た
。

（
拠
点
リ
ー
ダ
ー

陶

�
民
）

奈
良
県
明
日
香
村
に
あ
る
高

松
塚
古
墳
の
壁
画
を
陶
板
で
再

現
す
る
展
示
施
設
「
高
松
塚
古

墳
壁
画
再
現
展
示
室
」
（
仮

称
）
が
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

の
簡
文
館
前
庭
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
三
月
、
故
網

干
善
教
名
誉
教
授
（
当
時
は
文

学
部
助
教
授
）
が
考
古
学
研
究

室
の
学
生
ら
と
と
も
に
極
彩
色

の
壁
画
を
発
見
し
て
か
ら
三
十

五
年
。「
世
紀
の
大
発
見
」
と
称

え
ら
れ
た
こ
の
発
掘
調
査
に
、

関
西
大
学
が
関
わ
っ
た
史
実
を

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
今

後
の
教
育
・
研
究
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ

る
。
完
成
は
、
来
年
三
月
の
予

定
で
あ
る
。

九
月
二
十
八
日
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
グ
ラ
ー
ツ
市
の
エ
ッ
ゲ

ン
ベ
ル
ク
城
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
る
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
」

を
め
ぐ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
計
六
人
の

研
究
者
に
よ
っ
て
、
本
屏
風
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
伝
わ
っ
た
背

景
や
、
制
作
年
代
・
作
者
な
ど

に
つ
い
て
熱
く
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。
ま
た
、
翌
二
十
九
日
の

「
朝
日
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
現
存

す
る
他
の
大
坂
図
屏
風
や
洛
中

洛
外
図
屏
風
と
の
比
較
を
通
し

て
、
本
屏
風
に
描
か
れ
た
内
容

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
両

日
と
も
会
場
に
は
ほ
ぼ
満
員
の

聴
衆
が
集
い
、
熱
心
に
議
論
に

耳
を
傾
け
、
本
屏
風
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
州
立
博

物
館
ヨ
ア
ネ
ウ
ム
と
大
阪
城
天

守
閣
と
の
共
同
研
究
協
定
に
も

と
づ
き
、
こ
れ
か
ら
も
「
豊
臣

期
大
坂
図
屏
風
」
の
研
究
を
進

め
て
い
く
。

（
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
）

簡文館前庭に設置される「高松塚古墳壁画
再現展示室」（仮称）の完成予想図

平
成
１９
年
度
就
職
状
況

平
成
十
九
年
度
の
就
職
環
境

は
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
採
用

計
画
調
査
（
平
成
十
九
年
三
月

二
十
日
発
表
）
に
よ
る
と
、「
主

要
企
業
の
新
卒
採
用
予
定
数

は
、
昨
年
度
比
で
十
三
・
五
％

増
」と
発
表
さ
れ
、こ
れ
を
裏
付

け
る
よ
う
に
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や

損
保
を
は
じ
め
と
し
た
金
融

業
、
電
機
や
自
動
車
関
連
の
製

造
業
な
ど
の
採
用
意
欲
が
さ
ら

に
活
発
に
な
り
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る

求
人
意
欲
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
、学
生
に
と
っ

て
雇
用
環
境
は
前
年
度
か
ら
ま

す
ま
す
好
転
し
て
い
る
が
、
複

数
の
会
社
か
ら
内
々
定
を
得
る

学
生
と
、
な
か
な
か
良
い
結
果

を
得
ら
れ
な
い
学
生
の
二
極
化

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
内

定
を
得
て
い
な
い
学
生
の
就
職

支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
る

の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。
（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

天理参考館でのイン
ターンシップの様子

関
西
大
学
博
物
館
学
課
程
で

は
、
従
来
か
ら
学
芸
員
資
格
に

関
す
る
講
義
や
実
習
の
内
容
改

善
を
随
時
行
っ
て
き
た
が
、
即

戦
力
を
求
め
る
時
代
の
趨
勢
に

対
応
し
て
、
博
物
館
実
習
の
履

修
者
お
よ
び
学
芸
員
資
格
の
取

得
者
を
対
象
と
し
た
「
学
芸
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
制
度
の

導
入
を
は
じ
め
た
。

平
成
十
九
年
度
は
、
天
理
大

学
附
属
天
理
参
考
館
へ
一
人
、

芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
へ
十
三

人
を
派
遣
。
受
入
先
の
学
芸
員

の
指
導
に
従
っ
て
、
特
別
展
の

開
催
直
前
ま
で
の
作
業
を
実
習

し
た
学
生
は
、
解
説
パ
ネ
ル
の

掲
示
や
展
示
写
真
の
選
択
な
ど

を
担
当
し
た
。
ま
た
、
看
視
員

と
し
て
の
実
習
を
体
験
し
た
学

生
は
、
来
館
者
に
直
接
対
応
す

る
こ
と
で
学
芸
員
と
し
て
の
自

覚
を
深
め
た
。

今
年
度
は
試
行
的
な
観
点
か

ら
限
定
的
に
実
施
し
た
が
、
来

年
度
以
降
は
範
囲
を
拡
大
し
、

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
博
物
館
事
務
室
）

関
西
大
学
博
物
館
は
、
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
け
る
一
般

公
開
施
設
と
し
て
、
北
大
阪
七

市
三
町
（
池
田
・
箕
面
・
豊
中
・
吹

田
・
摂
津
・
茨
木
・
高
槻
・
島
本
・
能

勢
・
豊
能
）
の
博
物
館
・
美
術
館

・
動
物
園
な
ど
四
十
五
施
設
と

連
携
し
て
、
地
域
文
化
の
発
展

を
目
的
と
す
る
新
た
な
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
化
庁
の
平
成
十
九
年
度
芸
術

拠
点
形
成
事
業
と
し
て
委
託
さ

れ
た
、
北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
ネ

ッ
ト
）
の
実
行
委
員
会
事
務
局

と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
平
成

十
九
年
度
は
、
箕
面
公
園
昆
虫

館
な
ど
十
一
館
を
舞
台
と
し
た

「
さ
わ
や
か
発
見
ラ
リ
ー
」、西

国
・
能
勢
街
道
を
巡
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
関
西
大
学
博
物
館
展

示
会
「
吹
田
を
知
る
」な
ど
を
実

施
す
る
ほ
か
、来
年
三
月
に
は
北

大
阪
四
十
五
施
設
す
べ
て
を
網

羅
し
た
「
北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
マ
ッ
プ
」
も
配
布
予
定
で
あ

る
。

（
博
物
館
事
務
室
）

就
職
説
明
懇
談
会
を
開
催

十
月
十
四
日
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
三
年
次
生
父
母
対

象
の
就
職
説
明
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
千
三
百
五
十
九
人
の
父

母
が
出
席
し
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
就
職
に
つ
い
て
の

説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
個
人
面

談
も
行
わ
れ
た
。

な
お
、
十
二
月
二
日（
日
）に

は
一
・
二
年
次
生
父
母
対
象
の

就
職
に
関
す
る
説
明
会
が
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、

本
学
校
友
で
株
式
会
社
オ
ー
ビ

ッ
ク
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

の
野
田
順
弘
氏
の
特
別
講
演

（
二
年
次
生
父
母
対
象
）が
予
定

さ
れ
て
い
る
。（
教
育
後
援
会
）

佐
藤
博
名
誉
教
授
お
よ
び
�

堂
俊
彌
名
誉
教
授
が
、
秋
の
叙

勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し

た
。佐

藤
名
誉
教
授
は
、
昭
和
二

十
八
年
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒

業
。
三
十
年
同
大
学
院
修
士
課

程
修
了
後
、
本
学
経
済
学
部
助

手
に
就
任
し
、
四
十
三
年
か
ら

教
授
。
平
成
十
年
三
月
に
定
年

退
職
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
学

部
長
、
就
職
部
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
た
。
専
門
で
あ
る
財

政
学
の
分
野
に
お
い
て
、
綿
密

に
し
て
重
厚
な
研
究
活
動
に
従

事
し
、
当
時
社
会
主
義
財
政
で

あ
っ
た
旧
ソ
連
に
「
取
引
税
」

が
存
在
す
る
と
日
本
で
は
じ
め

て
紹
介
す
る
な
ど
、
社
会
主
義

財
政
と
り
わ
け
旧
ソ
連
財
政
研

究
に
お
け
る
日
本
を
代
表
す
る

研
究
者
で
あ
る
。

�
堂
名
誉
教
授
は
、
昭
和
二

十
五
年
本
学
経
済
学
部
（
旧

制
）
を
卒
業
、
二
十
七
年
同
大

学
院
（
旧
制
）
中
退
。
同
年
本

学
商
学
部
に
助
手
と
し
て
就
任

し
、
四
十
四
年
か
ら
教
授
。
平

成
十
年
三
月
に
定
年
退
職
す
る

ま
で
の
間
、
商
学
部
長
、
就
職

部
長
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
一

貫
し
て
、
企
業
の
経
営
現
場
に

お
け
る
労
使
関
係
の
深
刻
な
現

実
に
関
心
を
抱
き
、
そ
の
根
幹

た
る
経
営
労
務
の
在
り
方
を
経

済
学
的
な
基
礎
に
立
脚
し
な
が

ら
精
査
・
探
求
し
て
き
た
。
ま

た
、
関
係
学
会
の
理
事
と
し

て
、
学
会
活
動
の
国
際
化
の
一

層
の
促
進
と
若
手
研
究
者
の
育

成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

佐藤 博
名誉教授

�堂俊彌
名誉教授

関
西
大
学

と
関
西
大
学

教
育
後
援
会

で
は
本
年
度

も
地
方
教
育

懇
談
会
を
開

催
し
盛
会
裡

に
終
了
し

た
。開

催
日
・

開
催
地
・
出

席
者
数
は
次
の
と
お
り
。

八
月
三
日（
金
）
東
京
都
７９

〃

米
子
市
４５

八
月
五
日（
日
）
名
古
屋
市
１８２

〃

岡
山
市
２０３

八
月
二
十
四
日（
金
）熊本

市
４４

八
月
二
十
六
日（
日
）鹿児

島
市
５０

〃

福
井
市
８８

八
月
二
十
八
日（
火
）富山

市
６２

九
月
二
日（
日
）
松
山
市
１３６

〃

山
口
市
９５

九
月
四
日（
火
）
徳
島
市
７２

〃

佐
賀
市
４１

九
月
九
日（
日
）
札
幌
市
２３

九
月
十
六
日（
日
）新
潟
市
２９

九
月
三
十
日（
日
）奈
良
市
１３２

〃

姫
路
市
９７

十
一
月
四
日（
日
）和
歌
山
市
１２９

（
教
育
後
援
会
）

●
現
代
Ｇ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
一
回
「
丹
波
を
知
る
」「
地
域

再
生
」
公
開
講
座
を
開
催

環
境
都
市
工
学
部
で
は
、
十

一
月
三
日
、
文
部
科
学
省
「
平

成
十
九
年
度
現
代
的
教
育
ニ
ー

ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現

代
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
「
農

山
村
集
落
と
の
交
流
型
定
住
に

よ
る
故
郷
づ
く
り
―
持
続
的
に

�
関
わ
り
続
け
る
と
い
う
定
住

の
カ
タ
チ
�
に
よ
る
二
十
一
世

紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―
」
の

第
一
回
公
開
講
座
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
学
内
外
か
ら
八

十
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
、
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
講
演
会
・
本
学
学
生
に
よ

る
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

●
ミ
ズ
ー
リ
大
学
セ
ン
ト
ル
イ

ス
校
お
よ
び
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
・

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学
と
協
定

を
締
結

本
学
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ

ー
リ
大
学
セ
ン
ト
ル
イ
ス
校
と

の
間
で
覚
書
お
よ
び
学
生
交
換

協
定
を
、
ド
イ
ツ
の
エ
ア
ラ
ン

ゲ
ン
・
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学

と
の
間
で
国
際
交
流
計
画
に
関

す
る
基
本
協
定
お
よ
び
学
部
・

大
学
院
学
生
交
換
協
定
を
締
結

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
定
大

学
は
三
十
九
校
と
な
る
。

ミ
ズ
ー
リ
大
学
セ
ン
ト
ル
イ

ス
校
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
一
般
評
価
基
準

で
あ
る
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
の
認
可
校

で
あ
り
、
会
計
学
に
お
い
て
は

セ
ン
ト
ル
イ
ス
地
域
唯
一
の
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
認
可
校
で
あ
る
。

ま
た
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
・
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
は
、
日

本
の
科
学
技
術
や
政
治
経
済
、

文
化
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
く
、
日
本
学
科
で
学
ぶ
学
生

が
多
数
お
り
、
数
名
の
日
本
人

教
師
も
在
職
し
て
い
る
。

●
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
８
の
日

程
が
決
定

関
西
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
８
）
の
日
程
が

決
定
し
た
。
応
募
期
間
は
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
（
火
）
か

ら
六
月
三
十
日
（
月
）、
本
選
会

は
平
成
二
十
年
十
月
四
日

（
土
）。
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成

十
八
年
に
本
学
商
学
部
の
創
設

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
次
回
で
三
回

目
と
な
る
。

◆
経
済
学
部

十
二
月
十
四
日
（
金
）
十
六

時
二
十
分
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
イ
シ
ス
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
」
と

題
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ

マ
本
学
客
員
教
授
に
よ
る
講
演

を
実
施
す
る
。
今
回
の
講
演

は
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め

の
「
日
本
・
ア
ジ
ア
・
世
界
」

シ
リ
ー
ズ
連
続
講
演
会
最
終
回

と
し
て
行
う
も
の
。こ
れ
ま
で

も
、猪
木
武
徳
本
学
客
員
教
授
・

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
、
ク
マ
ー
ラ
・
ア
ー
ナ
ン

ダ
鈴
鹿
国
際
大
学
教
授
に
よ
る

講
演
会
を
実
施
し
、
多
数
の
来

聴
者
を
得
た
。
本
学
構
成
員
の

み
な
ら
ず
、
一
般
の
参
加
も
歓

迎
す
る
。
聴
講
無
料
・
申
込
不

要
。

創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
募
金

終
了
に
あ
た
っ
て

関
西
大
学
創
立
百
二
十
周
年

に
あ
た
り
、
平
成
十
四
年
九
月

か
ら
開
始
し
た
創
立
百
二
十
周

年
記
念
事
業
募
金
は
、
予
定
さ

れ
た
五
年
間
の
期
間
を
経
て
、

平
成
十
九
年
八
月
末
日
を
も
っ

て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
学
内
外
を
問
わ

ず
、
広
範
な
社
会
各
界
の
み
な

さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
を
賜
り
、

当
初
の
募
金
目
標
額
三
十
億
円

を
大
き
く
上
回
る
四
十
六
億
円

余
に
達
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
本
学
に
寄
せ
ら
れ
た
熱
意

と
期
待
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
深

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ま
か
ら
賜
り
ま
し
た

ご
寄
付
は
、
創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
の
資
金
と
し
て
、
あ

り
が
た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の

周
年
事
業
は
、「
�
学
生
文
化
の

活
性
化
に
向
け
て
（
総
合
学
生

会
館
の
建
設
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
の
設
定
、
奨
学
基
金
の
充

実
）」「
�
教
育
の
高
度
化
・
情

報
化
の
た
め
に
（
法
科
大
学
院

棟
の
建
設
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術

教
育
用
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施

設
の
建
設
、
高
度
情
報
教
育
施

設
の
増
築
）」「
	
教
育
環
境
の

整
備
（
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
整
備
）」「


記
念
行
事
等

（
記
念
行
事
・
記
念
式
典
の
挙

行
、
記
念
刊
行
物
『
関
西
大
学

１２０
年
の
あ
ゆ
み
』
お
よ
び
『
関

西
大
学
百
二
十
年
史
』
の
出

版
、
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
製
作
、
記

念
植
樹
）」
の
四
つ
を
大
要
と

し
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
支
援
の

も
と
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の

一
層
の
充
実
・
向
上
に
資
す
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
関
係
各
位
の
ご
尽

力
、
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
資
金
課
）

学
芸
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
始

１７会場、盛会で終了

高高松松塚塚古古墳墳壁壁画画、、陶陶板板でで再再現現
来年３月
完成予定千里山キャンパスに展示室
３５年前の写真から�飛鳥美人�など製作

佐
藤

博
名
誉
教
授

�
堂
俊
彌
名
誉
教
授

秋の叙勲

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

�
文
化
交
渉
学
の

可
能
性
を
考
え
る
�

�豊臣期大坂図屏風�を
めぐる国際シンポジウム

新発見に高い関心

北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
始

（２）平成１９年（２００７年）１１月２９日第 ３４８ 号
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十
一
月
二
十
一
日
、
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
以
文
館
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ル
ー
ム
お
よ
び
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
Ｔ
Ｂ
一
〇
一
教
室（
同

時
中
継
）
に
お
い
て
、「
み
ん
な

の
Ｆ
Ｄ
�
〜
Ｔ
Ａ
、
授
業
支
援

Ｓ
Ａ
、
授
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
教
育
支

援
〜
」
と
題
し
、
第
十
四
回
Ｆ

Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
教
育
職
員
・
事
務
職

員
・
学
生
あ
わ
せ
て
約
五
十
人

で
あ
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
菊
地
歌
子
外

国
語
教
育
研
究
機
構
教
授
、
板

野
智
昭
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
専

任
講
師
お
よ
び
豊
田
真
穂
文
学

部
専
任
講
師
か
ら
、
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）

の
効
果
に
つ
い
て
現
状
と
将
来

展
望
の
報
告
を
行
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
昨
年
九
月
か

ら
設
立
さ
れ
た
教
務
セ
ン
タ
ー

授
業
支
援
グ
ル
ー
プ
で
、
授
業

技
術
等
を
支
援
す
る
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
Ａ
Ｓ
）
か

ら
一
年
間
の
活
動
と
将
来
展
望

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
授
業
環
境
の
改
善
を
支
援

す
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
シ
ス

タ
ン
ト（
Ｓ
Ａ
）お
よ
び
事
務
職

員
も
議
論
に
加
わ
り
、
各
々
の

立
場
か
ら
授
業
支
援
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

教
員
志
望
の
学
生
諸
君
を
対
象
に
、

教
員
採
用
試
験
の
受
験
準
備
に
必
要
な

情
報
や
体
験
談
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
教
師
の
仕
事
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
る
機
会
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
。

な
お
、
講
師
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、

本
学
出
身
の
現
職
教
員
、
大
阪
府
教
育

委
員
会
関
係
者
、
本
年
度
採
用
試
験
合

格
者
等
を
予
定
し
て
い
る
。

日
時

十
二
月
八
日
（
土
）
十
四
時
四

十
分
〜
十
七
時
三
十
分

会
場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
三
学
舎

四
号
館

ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部

基
調
講
演
�
「
生
徒
の
学
び

と
教
師
の
成
長
」

第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�
採
用
試
験
合
格
者
を
囲
ん
で
―
「
教

師
の
仕
事
と
私
の
抱
負
」
―

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構

免
許
・

資
格
部
門
委
員
長

玉
田
勝
郎
）

本
学
は
ス
ポ
ー
ツ
実
績
に
秀

で
た
高
校
生
を
対
象
に
し
て
、

二
〇
〇
三
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
学
試
験
（
以

下
「
Ｓ
Ｆ
入
試
」
と
い
う
）
を

導
入
し
た
。
多
様
化
が
進
む
社

会
に
あ
っ
て
、
大
学
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
力
に
富
ん
だ
学
生
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
入
試
も
そ
の

一
端
を
担
っ
て
お
り
、
導
入
後

数
年
を
経
て
、
学
園
は
ま
す
ま

す
活
気
づ
い
て
い
る
。

去
る
八
月
二
十
七
日
か
ら
三

十
一
日
に
か
け
て
出
願
を
受
け

付
け
、
募
集
の
三
十
七
競
技
に

対
し
て
三
十
一
の
競
技
に
二
百

四
十
四
人
の
出
願
が
あ
っ
た
。

第
一
次
選
考
は
書
類
選
考
で
九

月
十
一
日
に
百
五
十
三
人
の
合

格
者
を
発
表
、第
二
次
選
考
（
面

接
�
口
頭
試
問

を
含
む
�
・
小

論
文
等
）
は
九

月
二
十
七
日
に

最
終
合
格
者
百

四
十
八
人
を
発

表
し
た
。
本
学

の
Ｓ
Ｆ
入
試
は

年
々
認
知
度
が

高
ま
り
、
競
技

レ
ベ
ル
が
前
年

度
を
凌
ぐ
よ
う

に
な
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｆ
入
試

の
出
願
資
格
は

「
高
等
学
校
に

お
け
る
全
体
の

評
定
平
均
値
が

三
・
四
以
上

（
法
学
部
は
三
・
六
以
上
）」
で

あ
り
、
か
つ
「
都
道
府
県
大
会

で
優
勝
も
し
く
は
準
優
勝
、
ま

た
は
同
様
の
成
績
を
収
め
た
チ

ー
ム
の
正
選
手
と
し
て
出
場
」

相
当
以
上
の
者
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
志
願
者
は
入

試
要
項
の
ウ
ェ
ブ
化
も
追
い
風

と
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
複
数

の
府
県
に
ま
た
が
る
広
域
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
あ
る
い
は
全
国
大
会

で
の
上
位
者
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
度
の
Ｓ
Ｆ
入
試

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
や
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
の
競
技
に
優
秀
な
生
徒

の
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
出

願
者
数
か
ら
見
る
と
サ
ッ
カ

ー
、
陸
上
に
根
強
い
人
気
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
本
学
が
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
を
始
め
と
し
た
施

設
、
ク
ラ
ブ
で
の
指
導
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）

平
成
１９
年
度
秋
学
期

客
員
教
授
７
人
を
委
嘱

本
学
で
は
、
学
術
研
究
お
よ

び
教
育
水
準
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
次
の
七
人
を
平
成
十
九

年
度
秋
学
期
客
員
教
授
と
し
て

委
嘱
し
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
専
務
取
締
役

井
川

正
治

東
大
寺
第
２１９
世
別
当上

野

道
善

日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

小
野

元
之

慶
應
義
塾
大
学
教
授竹

中

平
蔵

パ
ソ
ナ
代
表
取
締
役
グ
ル
ー
プ

代
表
兼
社
長

南
部

靖
之

オ
ー
ビ
ッ
ク
代
表
取
締
役
会
長

兼
社
長

野
田

順
弘

武
雄
市
長

樋
渡

啓
祐

●
関
西
大
学
北
陽
高
校
開
校
に

向
け
て

平
成
二
十
年
四
月
に
第
一
期

生
を
迎
え
る
た
め
、生
徒
・
保
護

者
向
け
入
試
説
明
会
を
開
催

し
、
全
三
回
で
延
べ
三
千
五
百

人
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

説
明
会
と
併
せ
、
個
別
相
談

や
学
校
見
学
・
ク
ラ
ブ
見
学
会

な
ど
も
実
施
さ
れ
た
。
男
女
共

学
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
統
校
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
施
設
、

そ
し
て
関
西
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
新
生「
北
陽
高
校
」
に
対
し

て
、
受
験
生
や
保
護
者
ら
は
真

剣
な
眼
差
し
を
注
い
で
い
た
。

来
春
誕
生
す
る
本
学
ふ
た
つ

め
の
併
設
校
に
、
社
会
の
期
待

は
大
き
い
。
（
総
合
企
画
室
）

二
〇
〇
八
年
度
入
学
試
験
要

項
・
願
書
（
六
百
八
十
円
、
消

費
税
を
含
む
）
は
、
全
国
の
主

要
書
店
で
販
売
中
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
テ
レ
メ
ー

ル
（
二
十
四
時
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
応
答
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
（
送
料
込
み
で
千
円
）
。
テ

レ
メ
ー
ル
は
、
�
０６
―

６
２
２

２
―

０
１
０
２
に
電
話
す
る
か
、

http���telem
ail.jp

に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
の
資
料
請
求
番
号
は
１
５
０

６
２
５
で
す
。
な
お
、
入
試
セ

ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
Ｋ
ａ

ｎ
―
Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ｅ
ｂ
）
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
請
求
す
る

場
合
や
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ

ー
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ

ス
な
ど
に
来
学
の
場
合
は
、
無

料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

各
種
資
格
試
験
や

採
用
試
験
合
格
者

国
が
実
施
す
る
各
種
資
格
試

験
や
採
用
試
験
の
う
ち
、
本
学

関
係
者
の
合
格
者
が
次
の
と
お

り
判
明
し
た
。

〔
新
司
法
試
験
〕
三
十
二
人

〔
旧
司
法
試
験
〕
二
人

〔
弁
理
士
試
験
〕
六
人

〔
国
家
公
務
員
第
�
種
試
験
〕

七
人

〔
国
家
公
務
員
第
�
種
試
験
〕

八
十
九
人

毎
週
木
曜
日
の
三
時
限
目

は
、
総
合
情
報
学
部
の
正
課
体

育
の
複
数
ク
ラ
ス
が
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
利
用
す
る
た
め
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

の
施
設
に
活
気
が
漲
る
時
間
で

あ
る
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
関
西
大

学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
は
、
昨

年
の
七
月
十
三
日
に
竣
工
し
て

以
来
、
本
学
の
大
学
行
事
、
課

外
活
動
団
体
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
部
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
、

一
般
の
学
生
へ
の
開
放
を
は
じ

め
、
他
大
学
課
外
活
動
団
体
、

近
隣
小
学
校
、
地
域
住
民
へ
の

開
放
等
多
く
の
人
び
と
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
正

課
体
育
で
昨
年
の
集
中
授
業
で

の
利
用
に
続
き
、
本
年
は
十

月
、
十
一
月
に
総
合
情
報
学
部

正
課
体
育
の
三
浦
敏
弘
教

授
の
ク
ラ
ス
で
も
利
用
さ

れ
た
。
ス
ケ
ー
ト
の
授
業

で
は
、
貸
し
ス
ケ
ー
ト
靴

（
要
事
前
申
込
）
を
履
く

こ
と
か
ら
始
め
、
怪
我
の

防
止
の
た
め
の
帽
子
と
手

袋
を
着
用
す
る
こ
と
に
な

る
。
準
備
が
で
き
た
受
講

生
は
、
氷
の
感
触
を
確
か

め
な
が
ら
恐
る
恐
る
リ
ン
ク
内

に
入
っ
て
い
く
。
受
講
生
が
リ

ン
ク
内
に
揃
う
と
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。
続
い

て
実
技
指
導
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
膝
を
曲
げ
、
両

手
を
広
げ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
氷
上
を
歩
く
よ
う
に
進
ん

で
い
く
。
受
講
生
は
、
初
心
者

か
ら
経
験
者
ま
で
と
幅
広
く
、

滑
る
様
子
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
ふ
ら
ふ
ら
す
る
者
、
耐
え

切
れ
ず
転
ぶ
者
、
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
過
ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

者
等
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
よ

る
滑
走
と
教
授
の
熱
心
な
指
導

が
繰
り
返
さ
れ
る
。

徐
々
に
で
は
あ
る
が
受
講
生

は
、
ス
ケ
ー
ト
の
レ
ベ
ル

が
向
上
し
、
他
大
学
で
は

経
験
で
き
な
い
授
業
を
体
験
す

る
こ
と
に
な
る
。

今
後
も
多
く
の
学
生
諸
君
が

「
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
」
を
利
用
し
、
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
期

待
す
る
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー

高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

司
法
試
験
・
弁
理
士
試
験
に
合

格
本
学
出
身
の
合
格
者
は
、
新

司
法
試
験
は
三
十
二
人
、
旧
司

法
試
験
は
二
人
、
弁
理
士
試
験

は
六
人
で
し
た
。
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
で
も
受
講
生
か
ら
合
格
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
試
験
で
も
健
闘

今
年
度
、
国
家
公
務
員
�
種

試
験
に
最
終
合
格
し
た
本
学
出

身
者
は
七
人
（
う
ち
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
受
講
生
は
五
人
）、
国
家

公
務
員
�
種
試
験
に
合
格
し
た

本
学
出
身
者
は
八
十
九
人
で
し

た
。
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
も
、

国
税
専
門
官
を
は
じ
め
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
京
都
市
な
ど
の

地
方
上
級
職
に
合
格
し
た
受
講

生
か
ら
合
格
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
年
度「
講
座
案
内（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）」
は
十
二
月
上
旬

に
完
成

受
講
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
詳
細
が
一
目
で
分
か

る
情
報
満
載
の「
講
座
案
内（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）」
を
学
内
随
所
に

配
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。問

い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

来
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退

職
す
る
教
員
の
退
職
記
念
最
終

講
義
が
、
左
表
の
と
お
り
予
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
奮
っ
て
聴

講
し
て
ほ
し
い
。

※会計研究科は候補者の申請なし

テーマ

実践行政法と
市民行政法

仮名ちがいの許容
の限界―ことば遊
びを対象に―

サウスウェストの
ロレンス

発話行為論の
目指すもの

からだとこころの
健康教育

情報化を歴史的に
とらえる

場所

第１学舎２号館
Ｂ２０２教室

第１学舎５号館
Ｅ４０３教室

第１学舎３号館
ＡＶ―Ｂ教室

第１学舎３号館
ＡＶ―Ｂ教室

第１学舎５号館
Ｅ４０３教室

高槻キャンパス
図書・教室棟
ＴＢ３０１教室

月・日・時間

１月９日（水）
１３時００分～

１４時３０分

１２月１５日（土）
１６時～１７時

１２月２０日（木）
１４時１０分～

１５時１０分

１２月２０日（木）
１６時２０分～

１７時２０分

１月８日（火）
１０時４０分～

１２時１０分

１月１０日（木）
１０時４０分～

１２時１０分

氏名

池田 敏雄 教授

遠藤 邦基 教授

上村 哲彦 教授

長谷川存古 教授

川本 武之 教授

野口 宏 教授

学部

法

文

総合
情報

主たる目的国

イギリス

ドイツ

イギリス、アイスランド、アメ
リカ
ドイツ、オーストリア、スイ
ス、フランス、ベルギー、オラ
ンダ、イギリス、ポーランド、
チェコ、ロシア、ポリネシア
ニュージーランド、オーストラ
リア、インドネシア、アメリカ
フランス、ベルギー、イタリ
ア、イギリス

アメリカ

イギリス

アメリカ、イギリス、フラン
ス、ドイツ
イギリス、フィンランド、スウ
ェーデン、ハンガリー、ロシ
ア、アメリカ
スウェーデン、フランス、ベル
ギー、スイス、イギリス、スペ
イン、イタリア、ドイツ、オー
ストリア、デンマーク 他
イギリス、イタリア、スウェー
デン、オランダ、ハンガリー、
フランス、ドイツ

アメリカ

アメリカ、イギリス、スイス

アメリカ、カナダ、イギリス

アメリカ、カナダ、イギリス、
フランス、ドイツ、スイス
ＥＵ、アイスランド、ノルウェ
ー、スイス、モロッコ、チュニ
ジア、エジプト

イギリス

イギリス

アメリカ、カナダ、メキシコ等

アメリカ 他

ニュージーランド、アメリカ、
イギリス、イタリア、フラン
ス、インド

カナダ、ドイツ、アメリカ

ドイツ、フィンランド、ポーラ
ンド、スイス、オーストリア、
その他

在外研究
員の種別
学術
（１年）
学術
（１年）
学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（６カ月）
調査

（６カ月）
学術
（１年）
学術
（１年）
調査

（６カ月）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）
調査

（６カ月）
学術
（１年）
学術
（１年）

調査
（６カ月）

学術
（１年）
学術
（１年）

調査
（３カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

氏名

小泉 良幸

吉田 直弘

宮本要太郎

森 貴史

木庭 元晴

野浪 嗣生

本西 泰三

壽里 竜

松下敬一郎

徳永 昌弘

鶴田 �巳

橋本 理

間淵 領吾

雨宮 俊彦

加藤 隆

北島 治

伊藤 俊秀

安田 陽

田地川 勉

堂垣 正博

丸山 徹

菊地 敦子

名部井敏代

山中 敬一

資格

教授

准教授

准教授

准教授

教授

教授

教授

准教授

教授

准教授

教授

准教授

准教授

教授

教授

教授

教授

准教授

専任
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教授

准教授

教授

准教授

教授
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商

社
会

総
合
情
報

シ
ス
テ
ム

理

工
環

境

都
市
工
化

学

生
命
工
外
国
語
教
育

研
究
機
構
法

務

研
究
科

２００８年度 ＳＦ入試 志願者・合格者状況（種目・学部別）
第２次選考合格者（人）

計
３
５
４
８
８
０
０
２
２
１
１８
０
６
６
６
０
０
０
３
１
１
２
０
０
４
２
１
１０
３
４
２
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１
８
１５
４
６
１４８

化学
０
―
０
―
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０
０
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０
―
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１
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
―
０
―
―
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―
―
０
―
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０
０
２

環境
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０
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０
０
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０
０
０
０
０
―
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０
―
―
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―
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０
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０
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０
０
０
０
０
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０
０
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１
０
―
―
０
―
０
１
０
３

総情
０
０
０
０
０
０
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０
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０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
１
０
０
１
８

政策
０
３
０
４
３
０
０
０
０
０
５
０
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０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
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０
０
０
２
０
４
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０
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２
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０
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０
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０
０
１４

全出願者（人）
計
４
５
６
８
９
０
２
４
２
１
２４
０
７
７
１５
０
０
０
１１
６
５
１１
３
０
７
９
２
１１
５
４
４
１８
４
１２
２７
４
７
２４４

化学
０
―
０
―
０
０
０
０
０
０
―
０
０
２
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
―
０
―
―
０
１
―
―
０
―
０
０
０
３

環境
０
―
０
―
０
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
０
０
０
０
―
０
０
０
０
―
０
―
―
０
０
―
―
０
―
０
０
０
０

シス
０
―
１
―
０
０
０
０
０
０
―
０
０
０
１
０
０
０
１
―
０
０
０
０
―
１
―
―
１
０
―
―
０
―
１
１
０
７

総情
０
０
０
０
０
０
１
１
０
１
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
１
０
０
１
１０

政策
０
３
０
４
３
０
０
０
０
０
６
０
２
０
１
０
０
０
２
０
１
１
１
０
１
０
０
２
０
０
０
２
１
５
１
１
０
３７

社会
０
０
２
０
０
０
１
０
１
０
４
０
２
０
４
０
０
０
２
１
２
１
１
０
３
１
０
１
１
０
０
５
０
０
５
０
２
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０
２
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０
０
０
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０
０
２
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２
３
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０
０
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３
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０
０
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０
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３
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０
０
０
１
０
５
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
１
１
０
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１
０
０
６
０
０
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アイススケート
アイスホッケー
アーチェリー
アメリカンフットボール
空手道
器械体操
弓道
剣道
日本拳法
ゴルフ
サッカー
自転車
柔道
重量挙
水上競技
スキー競技
相撲
漕艇
ソフトテニス
ソフトボール
卓球
テニス
なぎなた
馬術
バスケットボール
バドミントン
バレーボール
ハンドボール
フェンシング
ボクシング
陸上ホッケー
硬式野球
ヨット
ラグビー
陸上競技
レスリング
射撃

計

在外研究員一覧
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育

平成１９年（２００７年）１１月２９日第 ３４８ 号（３）



文部科学省は、各大学などにおける大学改革の取組が一層推進されるよう、
国公私立大学を通じた競争的環境の下で、特色ある優れた取組を選定し、支
援を行っています。本学では、「東アジア文化交渉学の教育研究拠点形成」
がグローバルCOEプログラムに採択されたことをはじめ、ほかにも今年度合
計７つのプログラムが採択されるという高い選定実績を誇っています。今回
の特集では、文部科学省「教育改革支援プログラム」に選定された本学の取
組を取り上げ、本学の教育改革の最前線について紹介します。

ベルギーのルーヴェン・カトリック

大学に、本学が「関西大学日本・ＥＵ

研究センター」を設置していることを

知っていますか。日本学者として著名

なDr.Willy Vande Walle教授を中心と

する日本学スタッフと本学教員との研

究者交流、語学留学を中心とする学生

交換など、平成３年に学術交流協定を

締結し、両大学に培われてきた実績が、

本学初の海外拠点設置へと結実したの

です。

この「関西大学日本・ＥＵ研究セン

ター」を拠点に、大学院文学研究科

（総合人文学専攻）の「国際的で魅力あ

る大学院教育」を実質化することをめ

ざしたプログラムが、平成19年度の文

部科学省「大学院教育改革支援プログ

ラム」に採択された「関西大学ＥＵ－日本学教

育研究プログラム」です。海外に発信すること

が可能な「日本学」を、日本において構築するこ

とを目的としており、人文学教育研究の「国際化」

と「学際化」を図ることによって、新たな教育研

究体系を構築することをめざします。

具体的には、平成20年度から総合人文学専攻

に「副専攻制」を導入し、次の４科目を新たに開

講します。

・ 日本学フィールドワーク

・ ＥＵ―日本学講義

・ 日本学学術コミュニケーション・トレーニ

ング

・ 日本（ＫＵ）・ＥＵワークショップ

「日本学フィールドワーク」「ＥＵ―日本学

講義」「日本学学術コミュニケーション・トレ

ーニング」の３科目は、それぞれ複数教員によ

るリレー講義を展開します。一つの科目が、専

修を横断する教員によって設定されることで、

幅広い知識を習得することが可能です。多元的

な視野に、新たな人文学（このプログラムでは、

日本の学生が発信するべき「日本研究」となり

ますが）の展開をめざした「学際化プログラム」

としても期待できるでしょう。

さらに本プログラムの中心企画の一つに「日

本（ＫＵ）・ＥＵワークショップ」があります。

ＥＵで「日本」を学ぶ、みなさんと同世代の人

びとと出会う場を、関西大学とルーヴェン・カ

トリック大学に設けます。海外から「日本」に

注目する同世代と対話することによって、みな

さんの世代が担うべき役割を感じ取ってくれれ

ば、との想いがこのプログラムとなりました。

国際化する社会において「日本」を発信することの

大切さは、問題化する「歴史認識の相違」にも感じら

れるでしょう。21世紀の知的基盤社会をリードし、支

える人材を養成するために、これからの人文学に必要

な視野と方法を、みなさん自身が感じ取るプログラム

を展開していきたいと思います。

（大学院文学研究科総合人文学専攻）

「
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

21
世
紀
を
支
え
る
人
材
養
成
を
め
ざ
す

関
西
大
学
Ｅ
Ｕ
ー
日
本
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

みなさんは「ピア・サポート」

という言葉を聞いたことがありま

すか。「ピア」は仲間、「サポート」は

…そう、学生同士でお互いを支援し

合うことなんです。

近年、大学生の社会人基礎力が

話題になりつつあります。学業成

績は良いけれども、どうもコミュ

ニケーションを取ることが苦手で、

なんて話を聞いたことはありませ

んか。「人」として生きる、もっとも

基本的な能力の希薄化が問われて

いるのです。

確かに「大学受験」では、人より

も「１点」でも高得点であること

が求められたでしょうし、隣で受

験する人とコミュニケーションを

とることなどは必要とされなかっ

たかもしれません。でも私たちは、

それだけで良いのでしょうか。今

回、文部科学省が公募した平成19

年度「新たな社会的ニーズに対応

した学生支援プログラム」

（学生支援GP）に申請し

たのは「広がれ！　学生

自立型ピア・コミュニテ

ィ～関西大学で育む21世

紀型学生気質～」。「ピ

ア・サポート」を通じて、

みなさんが高校生から大

学生へ、そして社会人へ

と「ココロ」の成長を導

くプログラムです。

来年度から開講される全学共通教育

（千里山キャンパス）において「関西大

学におけるピア・サポートを考える」と

いう科目を開講します。関西大学におい

て、みなさんが「ピア・サポート」を行

うために必要な「意識」と「方法」を学

びます。心理学や人間行動学の初級講座

など、仲間同士でサポートし合うために

必要な、さまざまな知識や技術を修得し

ていきます。この科目は春学期のみ開講

しますが、この科目を受講すると「関西

大学ピア・サポータ養成講座修了認定

証」を取得することができ、学内で「ピ

ア・サポート」を開始することができま

す。凜風館１階の学生センターに「学生

支援準備室」を開設していますので、い

つでも訪ねてみてください。ここでは、

みなさんが関西大学の学生として、大学が主催

する各種イベントにいかに参加するか、さらに

は、そういったイベントの運営に、みなさんが

主体的に関わることができるような力をつける

ことをめざします。「学生支援準備室」は、授業

中に学んだこと、日ごろから関心のあることを

実践するために、みなさんがそれぞれに発想し、

創造するサポートを実現していくコミュニティ

なのです。

来年４月には、新入生を対象とする学生生活

相談や履修相談を含む各種行事が行われます。

これまでは、大学が各種のイベントなどを主催

してきましたが、これからは関西大学の学生と

して、ピア・サポータとして、いかに主体的に

参加するかが問われるようになってきます。み

なさんの力を集結することで、よりよいキャン

パスライフを築いていきませんか。

（学生センター）

関関同立が協働して開発した事業

「団塊世代が活躍するための地域貢献型

社会起業家養成プログラム」が採択さ

れました。

本事業は、団塊の世代が地域貢献型

の社会サービスを提供する社会起業家

として、退職後のキャリア・デザイン

をも見据えた地域貢献を担う人材とし

て、NPOマネジメント論と社会起業論

を核とした講座群と社会事業事例演

習・インターンシップからなるプログラ

ムを開発し、特に社会事業の起業家とし

ての訓練機会を提供し、地域貢献型の

社会サービス提供関連の事業活動を展

開するための支援を目的としています。

本学をはじめ大学・大学院で構成す

る関西社会人大学院連合の教育資源を

活用して実施し、修了者に社会起業士

の修了証書を授与します。実際に地域

社会でNPOなどの社会事業に参画し活

躍できるよう、大阪NPOセンターなど

の公的セクターとも連携を図り、プロ

グラムの充実を図っています。本学か

らは、川増友嗣社会学部教授が基本科

目「キャリア・デザイン」のプログラ

ムを担当しています。

（社会連携センター）

「社会人の学び直しニーズ対応教育
推進プログラム」に採択

平成19年度の文部科学省「専門職大

学院等教育推進プログラム」に採択さ

れた「全国法曹キャリア支援プラット

フォーム」は、明治大学を中心に、本

学を始め、関西学院、同志社、立命館

など十三大学が共同で申請したもので

す。

これは、法科大学院在学生と修了者

に、ウェブを通じてキャリアプランニ

ングの支援を行うと共に、法曹・法務

関係の求人・求職情報をデータベース

化して、求人側・求職側双方に提供す

ることで、法律専門職に円滑に就くこ

とができるシステムを作ろうとするも

のです。

最近、司法試験に合格しても就職で

きない場合があることなど、法科大学

院修了者の就職事情が問題となってい

ますが、このプラットフォームが構想

通り運営されることになりますと、法

務人材供給側である学生、法科大学院

と、需要側である弁護士会、経済界、

官公庁などが、相互理解を深め、情報

交換を行うことで、雇用機会が増大す

ることが期待できます。

（法科大学院）

コ
コ
ロ
の
成
長
を
導
き
、サ
ポ
ー
ト

文部科学省GP等 教育改革支援プログラム
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団塊世代が活躍するため
の地域貢献型社会起業家
養成プログラム

「専門職大学院等教育推進
プログラム」に採択

全国法曹キャリア支援
プラットフォーム

過疎化した農山村集落の活性化は、

現代日本の大きな課題です。一方、

都市住民として育った現代の大学生

には、将来子供たちや孫たちを連れ

て帰省する豊かな山河のふるさとが

ありません。過疎化した集落では、

人びとの定住が望まれていますが、

高齢化、人口減少化社会では、現実

にはなかなか難しいものがあります。

まだまだ美しさの残る集落でも、若

い人はいませんし、いつもひっそり

としています。そこに、学生たちが

何時もいるような環境をつくること

ができれば、新しい定住効果が生ま

れるのではないかと考えました。学

生にとってのフィールドキャンパス

となれば、新しい地域間の交流、世

代間の交流も生まれます。

過疎化した集落には、使われなく

なった空き家も多くあって、維持し

ていくことも難しくなっています。

そういった空き家を、専門家の指導

を受けながら改修（リノベーション）

し、学生が安価で泊まれるゲストハウ

スにして、滞在しやすい環境をつく

るといったこと、それ自体が教育プ

ログラムになるわけです。何度も訪

れ、あるいは滞在して地元の人たち

と交流し、顔の見える関係ができれ

ば、将来、継続的に訪れたくなるふ

るさとになるでしょうし、過疎の集

落の抱える問題の本質も見えてきて、

そういったことに研究や活動で関わ

るなかから、本来の定住につながる

可能性も期待できます。

フィールドは、兵庫県丹波市青垣町佐治の

集落です。日本海と瀬戸内海のちょうど中間

に位置し、江戸時代には宿場町として栄え、

その後も明治中期には製糸業で栄え、現在も

その面影が残るきれいなまちなみの集落です。

“現地に滞在し、専門家の指導を受けながら行

う実践型プログラム”や、“現地での就業体験を

通して現地を知り、考えるワークキャンププ

ログラム”、気楽に参加できる“散策プログラ

ム”や、現地の人たちとの“交流プログラム”

が予定されています。“丹波を知る”や、“地

域再生を学ぶ”公開講座も、毎月開催されます。

青垣町は、日本でも数少ない“パラセーリング”

のメッカです。風を感じ、空から美しい日本

の集落を見ることも素晴らしい体験です。体験プログラ

ムも用意します。すでに、毎週末には現地と大学を結ぶ無

料バスが運行を開始しています。常駐スタッフのいる現

地スタジオも開設されていますし、学内にも千里山スタ

ジオが開設されています。専用のウェブサイトも立ち上

がります。環境都市工学部が主体となって実施するプロ

グラムですが、多くのメニューが公開（参加可能）されて

いますので、大勢の参加を期待しています。

（環境都市工学部）

美
し
い
日
本
集
落
を
見
る
体
験
も

「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
現
代
G
P
）
に
採
択

農
山
村
集
落
と
の
交
流
型
定
住
に
よ
る
故
郷
づ
く
り

〜
持
続
的
に
〝
関
わ
り
続
け
る
と
い
う
定
住
の
カ
タ
チ
〞
に
よ
る
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

平成19年度の文部科学省「専

門職大学院等教育推進プログラ

ム」に、関西大学が申請した

「映像教材を活用した総合的法実

務教育の実施」が採択されまし

た。これは法科大学院における

法実務教育をより体系的に行う

ため、事件の経過を映像教材化

したDVD教材を作成し、それを

活用した法実務総合演習を実施

するものです。

司法制度改革の根幹を担うも

のとして発足した法科大学院に

おいては、法実務の実際に通じ

た質の高い法曹を生み出すため

の教育が求められています。本

プログラムは、その社会的要請

に応えるため、法的紛争の重要

な局面ごとに訴訟手段の選択や

法的文書作成のポイントを問い

ながら、より効果的な法実務教

育を行うことを狙いとしたもの

です。

法科大学院で学ぶ人の中には、

法律学を学んだことのない法学

未修者も含まれます。法

学部の学生であれば、４

年間で専門的な法律の勉

強をするところを、３年

間で司法試験を受けるレ

ベルまで引き上げなけれ

ばいけません。また、法

科大学院は、実務家を育

てる専門職大学院であ

り、裁判所や法律事務所

などでどのように応対したらよいのかと

いう実務上のノウハウも学ぶ必要があり

ます。この両方を習得するためには、従

来の法学教育のスタイルでは到底時間が

足りません。そこで法律の中身の学習と

実務的な文書作成や応対の修得を組み合

わせ、授業に使える効果的な教材ができ

ないかと、実務家教員とも話し合って出

てきたのが今回の提案です。

法律を学ぶための映像教材はこれまで

にも作られていますが、その多くは裁判

過程の映像を流すのみで、はっきり言っ

て、あまり面白いものとはいえませんで

した。今回作る教材は、紛争当事者の聞き

取り場面、争訟過程における対応の選択

を問う場面、必要な文書作成を促す場面

を設け、法的紛争処理の流れを擬似的に

体験しつつ、総合的かつ実践的な法実務

能力を身につけるものとする予定です。

DVDの内容を通して見ると、法的紛

争解決と訴訟手続きの全体像がつかめま

す。また、チャプターごとに停止し、手

続きの選択について検討したり、場面に応じた

文書を作成したりすることも可能です。教材は

なるべく生の事件を生かした内容を予定してお

り、このDVDをみて、困っている人を助けたい

というような、法曹をめざすモチベーションを

高めてもらえれば、さらに大きな意味を持つと

考えています。

（法科大学院）

「
専
門
職
大
学
院
等
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

実
践
的
な
法
実
務
能
力
を
身
に
つ
け
る

映
像
教
材
を
活
用
し
た
総
合
的
法
実
務
教
育
の
実
施

（４）平成１９年（２００７年）１１月２９日第 ３４８ 号（５）
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迎
え
て
公
開
授
業

関
西
大
学
社
会
学
部
は
昭
和
四
十

二
年
の
創
立
以
来
、
今
年
で
四
十
周

年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
去
る

十
月
六
日
・
七
日
に
四
十
周
年
記
念

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
開
催
し
た
。
社
会
学

部
で
は
今
年
度
初
め
か
ら
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ

Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
４０
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
一
連
の
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
お
り
、
記

念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
そ
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
あ
た
る
。

テ
ー
マ
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ

Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
４０
」
は
、
開
会
式
で

黒
田
勇
学
部
長
が
述
べ
た
よ
う
に
、

「
今
後
さ
ら
に
教
育
研
究
体
制
を
強

化
し
、
新
し
い
時
代
に
活
躍
で
き
る

次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い

う
学
部
の
目
標
を
表
現
し
た
も
の
で

あ
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
そ
の
趣

旨
に
沿
っ
て
企
画
さ
れ
た
。

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
六
日

に
「
食
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
、
七
日
に
は
「
小
論
文

・
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
授
賞
式
に
続
い
て
、
本
学
客

員
教
授
で
あ
る
山
田
洋
次
監
督
の
記

念
講
演
、
各
界
卒
業
生
諸
氏
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
一
年
を

通
し
て
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
４０
」
を
実
行
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
社
会
学
部
の
教
育
力
と
そ

の
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く

と
い
う
方
針
も
重
要
な
柱
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
六
日
・
七
日
の
両
日
午
前
中
に

は
学
生
た
ち
に
よ
る
「
ゼ
ミ
・
実
習

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
、
学
生
・

教
員
と
も
に
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
収
穫
で
あ
っ
た
。

以
下
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
の
未
来
〜
作

る
・
食
べ
る
・
考
え
る
」
で
は
女
優

の
水
野
真
紀
さ
ん
、
神
戸
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
協
会
代
表
の
植
木
砂
織
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
学
部
か
ら
は
四
人

の
教
員
が
食
に
つ
い
て
縦
横
に
論
じ

合
っ
た
。
司
会
の
山
口
誠
准
教
授
は

江
戸
時
代
以
降
の
料
理
本
を
精
査
の

う
え
で
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て

「
旬
」
が
喪
失
し
て
き
て
い
る
と
問

題
提
起
を
行
い
、
人
類
学
者
の
熊
野

建
教
授
は
フ
ィ
ー
ル
ド
で
収
集
し
た

映
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
、
社
会

の
、
ま
た
人
生
の
儀
礼
の
な
か
に
食

を
位
置
づ
け
て
み
せ
た
。
高
増
明
教

授
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
食
の
問

題
を
資
源
の
危
機
と
し
て
明
快
に
語

り
、
飯
田
紀
彦
教
授
は
文
化
と
し
て

の
食
あ
る
い
は
生
活
の
質
を
測
る
物

差
し
と
し
て
の
食
と
い
う
観
点
を
打

ち
出
し
て
新
鮮
で
あ
っ
た
。

四
教
員
が
専
門
的
学
問
領
域
か
ら

「
食
を
考
え
た
」の
に
対
し
、
植
木
さ

ん
は
現
代
の
若
者
の
食
の
現
状
を
三

つ
の「
こ
」す
な
わ
ち
「
個
食
・
孤
食

・
粉
食
」
で
あ
る
と
喝
破
し
た

う
え
で
、
豊
か
な
食
事
の
た
め

に
素
材
を
見
抜
く
目
や
知
識
の

必
要
性
を
説
い
て
、
聴
衆
の
実

践
的
関
心
に
応
え
て
く
れ
た
。

ま
た
水
野
さ
ん
は
先
輩
女
優
か

ら
「
今
食
べ
て
い
る
も
の
が
１０

年
後
の
自
分
を
作
る
」
と
言
わ

れ
た
の
を
心
に
と
め
て
い
る
と

述
べ
、
そ
れ
が
作
り
ご
と
で
な

い
こ
と
を
会
場
は
そ
の
姿
に
よ

っ
て
納
得
し
た
の
だ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
い
て

は
、
そ
の
方
面
で
は
知
ら
な
い
人
の

い
な
い
（
ら
し
い
）
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
山

本
精
一
）
と
Ｖ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ

が
文
字
通
り
ホ
ー
ル
を
揺
さ
ぶ
る
迫

力
の
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行
い
、
な
ん
と

形
容
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

が
、
と
に
か
く
聴
衆
は
新
し
い
音
楽

の
形
を
驚
き
と
と
も
に
体
験
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

食
と
先
端
音
楽
、
ど
ち
ら
も
楽
し

い
経
験
で
あ
る
が
、
食
も
音
楽
も
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
対
象
と
し
て
は

学
問
の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど

身
近
で
、
す
べ
て
の
人
に
か
か
わ

り
、
文
化
の
あ
り
よ
う
を
表
象
す
る

対
象
が
常
に
研
究
の
周
縁
に
置
か
れ

て
き
た
こ
と
は
あ
る
意
味
で
不
思
議

な
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
身
体

や
ス
ポ
ー
ツ
、
感
情
に
つ
い
て
も
言

え
る
。
今
回
の
企
画
は
そ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
て
の
問
題
提
起
の
意
味

も
あ
っ
た
。
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ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
ンンンンンンンンンン
ツツツツツツツツツツ

ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
スススススススススス
トトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」
表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
式式式式式式式式式式
・・・・・・・・・・
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念
講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演

小
論
文
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
多
く
の
応
募
が
あ

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
グ
ラ
ン
プ
リ

に
は
該
当
が
な
く
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

に
社
会
学
部
三
年
次
生
・
福
山
佑
樹

さ
ん
の
「�
追
体
験
す
る
主
体
�
の
誕

生
」
が
選
ば
れ
た
。

福
山
さ
ん
の
論

文
は
一
六
〇
〇
年

代
か
ら
一
八
〇
〇

年
代
に
か
け
て
の

旅
案
内
本
、
料
理

本
、
春
画
が
い
ず

れ
も
同
じ
よ
う
な

変
化
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
一
部
の
専
門
家
用
か
ら
一
般
の

視
覚
的
娯
楽
と
し
て
、
さ
ら
に
素
人

向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
と
変
化
し
て
い

く
そ
の
中
に
、
主
体
の
変
化
（「
追
体

験
す
る
主
体
の
誕
生
」）
を
見
る
も
の

で
、
丹
念
な
資
料
調
査
と
視
点
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

あ
っ
た
。
こ
の
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
た
河
田
悌
一
学

長
も
視
点
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
質
の
高

さ
に
は
感
心
し
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
に
五
点
の
作
品
（
左

表
）
に
賞
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
賞
受

賞
映
像
作
品
「
マ
ナ
ー
違
反
」
は
会

場
で
の
上
映
も
行
わ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
山
田
洋
次
監
督

の
記
念
講
演
「
表
現
す
る
こ
と
�
�

そ
の
楽
し
さ
と
む
つ
か
し
さ
」
は
、

い
ま
し
が
た
上
映
さ
れ
た
「
マ
ナ
ー

違
反
」
の
制
作
代
表
者
で
あ
る
陣
内

淑
行
さ
ん
（
情
三
）
と
の
や
り
取
り

か
ら
始
ま
り
、
あ
た
か
も
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
会
場
で
も
あ
る
か
の
よ
う

に
、
作
品
に
関
し
て
監
督
か
ら
厳
し

く
、
的
確
な
指
摘
が
矢
継
ぎ
早
に
繰

り
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
陣
内

さ
ん
も
率
直
に
自
分
の
意
見
を
述
べ

て
、
二
人
の
対
話
は
緊
張
感
の
中
に

も
こ
こ
ち
よ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
山
田
監
督
の
言
う
、「
思

い
つ
き
の
ま
ま
に
撮
っ
て
も
作
品
に

は
な
ら
な
い
」「
な
ぜ
イ
メ
ー
ジ
通
り

に
な
ら
な
い
の
か
、
時
間
を
か
け
て

削
っ
た
り
、
直
し
た
り
、
こ
う
し
た

ら
ど
う
か
と
い
ろ
い
ろ
苦
し
ん
で
、

よ
う
や
く
自
分
が
何
を
表
現
し
た
か

っ
た
の
か
が
見
え
て
く
る
。
そ
う
い

う
と
き
に
喜
び
を
感
じ
る
」
と
い
う

よ
う
な
点
は
お
そ
ら
く
学
問
の
世
界

で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
現
在

の
映
画
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、「
Ｉ

Ｔ
技
術
の
進
化
や
機
材
の
進
歩
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
と

作
品
の
質
と
は
関
係
が
な
い
。
半
世

紀
前
に
作
ら
れ
た
小
津
安
二
郎
の『
東

京
物
語
』
を
超
え
る
映
画
は
い
ま
だ

に
出
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
厳
し
い

見
方
を
し
て
い
る
こ
と
も
、
意
外
な

が
ら
、
今
の
日
本
映
画
を
見
る
と
き

の
よ
い
視
点
を
与
え
て
く
れ
た
。
学

生
と
の
や
り
取
り
も
含
め
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
講
演
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
も
う
一
つ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
学
ん
だ
・
遊
ん
だ
・
頑
張
っ
た

〜
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
、

社
会
学
部
を
卒
業
し
た
の
ち
各
界
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
た
ち

を
招
い
て
行
わ
れ
、
夕
刻
か
ら
の
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
成
功
裏
に
終
わ
り
を
迎
え
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て

社
会
学
部
が
実
に
多
く
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
期
待
も
大

き
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
学
部
の
行

事
に
多
く
の
教
職
員
が
労
を
惜
し
ま

ず
協
力
体
制
を
と
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
再
確
認
で
き
た
こ
と
も
社
会
学
部

の
今
後
に
と
っ
て
は
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ

た
い
。

（
社
会
学
部
）

【小論文部門】
SOCIOLOGY 賞 城内裕樹
さん（文１）「デジタル小説の可
能性」
NEXT４０賞 荒木佑輔さん
（社３）「夜と野球 夜間試合
の誕生と野球の変化」
NEXT４０賞 �垣愛子さん（社
４）「大学生の受講態度と着席
位置との関係性について」

【メディアコンテンツ部門】
SOCIOLOGY 賞 佐野匡男
ゼミ（総情）「マナー違反」
NEXT４０賞 川崎有希子さん
（社４）「NEXT」

日
本
全
国
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
作
品
を
集
め
て
顕
彰
す
る
「
地

方
の
時
代
」
映
像
祭
が
十
二
月
一

日
（
土
）
か
ら
八
日
（
土
）
ま

で
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
三
学

舎
（
社
会
学
部
）
で
開
催
さ
れ

る
。「

地
方
の
時
代
」
映
像
祭
は
、

一
九
八
〇
年
の
開
始
以
来
、
神
奈

川
県
川
崎
市
、
埼
玉
県
川
越
市
と

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
な
が
ら
、�
地
域

の
こ
こ
ろ
、
地
方
の
こ
え
�
を
テ

ー
マ
に
、
全
国
の
テ
レ
ビ
局
制
作

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
や
全

国
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
や
市
民
、
高
校

生
が
制
作
し
た
映
像
作
品
を
顕
彰

し
て
き
た
。

そ
し
て
今
年
度
、
関
西
大
学

は
、
在
阪
放
送
各
局
の
協
力
を
得

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
間
放
送
連
盟
と

と
も
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

こ
の
映
像
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
学
は
社
会
学
部
に
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
専

攻
、
文
学
部
に
映
像
文
化
専
修
が

あ
り
、
ま
た
総
合
情
報
学
部
に
も

映
像
関
連
の
専
門
科
目
が
あ
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
も
映
像
に
関
す
る

研
究
と
教
育
を
蓄
積
し
て
き
た

が
、
こ
の
映
像
祭
を
契
機
と
し

て
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

界
、
メ
デ
ィ
ア
界
と
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

映
像
祭
は
一
日

（
土
）
昼
か
ら
贈
賞
式

に
引
き
続
き
グ
ラ
ン
プ

リ
作
品
の
上
映
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
二
日

（
日
）
に
入
賞
作
品
の

上
映
と
、
本
学
留
学
生

や
高
校
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
さ
ら
に
、
三
日
（
月
）
か
ら

八
日
（
土
）
ま
で
応
募
全
作
品
が

上
映
さ
れ
る
。

（「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭
実
行
委

員
会
企
画
委
員
／
社
会
学
部
長

黒
田

勇
）

関
西
大
学
は
今
年
度
秋
学
期

に
、
吉
本
興
業
株
式
会
社
提
供
の

寄
附
講
座
「
笑
い
の
総
合
科
学
を

め
ざ
し
て
」
を
開
講
し
て
い
る
。

笑
い
を
二
十
一
世
紀
人
間
科
学
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
と
ら
え
、

笑
い
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
に
、

文
学
、
哲
学
、
心
理
学
、
社
会
学

そ
の
他
の
伝
統
的
な
学
問
分
野
に

お
け
る
笑
い
研
究
に
加
え
て
、
医

学
、
脳
神
経
科
学
、
情
報
科
学
と

い
っ
た
先
端
分
野
の
研
究
を
連
結

し
な
が
ら
「
笑
い
の
総
合
科
学
」

の
可
能
性
を
学
際
的
に
展
望
す

る
。
講
座
は
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
教
育
科
目
テ
ー
マ
ス
タ
デ
ィ

と
し
て
開
講
さ
れ
、
初
回
は
、
日

本
笑
い
学
会
会
長
の
井
上
宏
名
誉

教
授
が
笑
い
を
研
究
す
る
意
義
に

つ
い
て
論
じ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
（
実
は

お
孫
さ
ん
）
の
無
垢
な
笑
顔
に
、

千
人
を
超
え
る
受
講
生
の
笑
み
が

こ
ぼ
れ
た
。

第
二
回
の
関
屋
俊
彦
文
学
部
教

授
は
「
能
狂
言
と
日
本
の
笑
い
」

と
題
し
、
狂
言
の
熱
演
つ
き
で
、

ホ
ー
ル
を
埋
め
る
学
生
か
ら
微
笑

み
と
感
動
の
拍
手
を
受
け
た
。
続

く
竹
内
洋
文
学
部
教
授
は
「
ユ
ー

モ
ア
と
教
養
」
と
題
し
て
、
理
想

の
大
切
さ
を
説
く
と
同
時
に
、
自

省
を
と
も
な
う
ユ
ー
モ
ア
精
神
の

重
要
性
を
語
っ
た
。

ま
た
、
守
口
敬
任
会
病
院
の
木

俣
肇
医
師
は
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
に
お
け
る
笑
い
の
医
学
的
効

果
」
に
つ
い
て
多
く
の
症
例
を
も

と
に
講
義
。
ア
ト
ピ
ー
の
母
子
が

笑
顔
を
回
復
し
て
い
く
貴
重
な
映

像
を
駆
使
し
た
講
義
に
満
席
の
学

生
が
魅
了
さ
れ
た
。「
最
近
受
け
た

授
業
の
中
で
一
番
集
中
し
て
聴
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
ん
ま
に
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
感
想

が
誇
張
で
は
な
い
名
講
義
で
あ
っ

た
。第

七
回
の
雨
宮
俊
彦
社
会
学
部

教
授
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆

使
し
て
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
ユ
ー

モ
ア
心
理
学
の
進
展
状
況
に
つ
い

て
、
第
八
回
の
吉
本
興
業
文
芸
顧

問
の
竹
本
浩
三
帝
京
平
成
大
学
教

授
は
、「
笑
う
こ
と
と
生
き
る
こ

と
」
に
つ
い
て
、
満
席
の
若
者
へ

熱
く
語
っ
た
。
そ
の
後
、
脳
科
学

（
十
一
月
三
十
日
）、
心
理
学
（
十

二
月
七
日
）、
コ
ン
ト
の
作
り
方

（
十
二
月
十
四
日
）
と
つ
づ
い

て
、
新
年
一
月
十
一
日
（
金
）
の

最
終
講
義
に
は
、
い
よ
い
よ
「
関

大
笑
い
講
（
第
二
回
）」
を
開
催
す

る
。
吉
野
伊
佐
男
吉
本
興
業
社
長

の
講
話
に
つ
づ
い
て
、
関
屋
文
学

部
教
授
指
導
の
も
と
、
狂
言
「
福

の
神
」
を
演
じ
て
、新
年
を
寿
ぐ
。

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
社
会
学

部
教
授

木
村

洋
二
）

イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
教
育

科
目
「
読
書
へ
の
誘
い
」
で
は
、

作
家
の
神
坂
次
郎
氏
を
招
き
、
十

月
十
三
日
十
四
時
か
ら
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
公

開
授
業
（
本
学
と
活
字
文
化
推
進

会
議
の
共
催
）
を
実
施
し
た
。

「
今
昔
お
か
ね
物
語
」
と
題
し

て
、
豊
富
な
史
料
調
査
に
裏
付
け

ら
れ
た
古
今
東
西
の
「
お
か
ね
」

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露

さ
れ
、
約
三
百
人
の
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

な
お
、
同
授
業
で
は
、
十
二
月

七
日（
金
）の
第
三
時
限
目
に
、
ち

ひ
ろ
美
術
館
・
東
京
副
館
長
の
松

本
由
理
子
氏
を
招
き
、「
い
わ
さ
き

ち
ひ
ろ
の
絵
本
と
人
生
」
と
題
し

た
第
二
回
公
開
授
業
を
予
定
し
て

い
る
。
多
数
の
学
生
諸
君
の
参
加

を
期
待
す
る
。（

教
務
セ
ン
タ
ー
） ＜高校生部門入選作品＞

兵庫県立小野高等学校
「あさはやッ�」

○
今
野

正
規
／
博
士
（
法
学
）

北
海
道
大
学

「
民
事
責
任
と
リ
ス
ク
―
フ
ラ
ン

ス
民
事
責
任
論
に
関
す
る
序
論
的

考
察
―
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
十
九
年

六
月
二
十
九
日

○
名
誉
教
授

藤
善
眞
澄
訳
注

『
参
天
台
五
臺
山
記
上
』

（
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
五
千
二
百

五
十
円
�
税
込
�
）

次
世
代
の
人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
祭

社会学部４０周年記念フェスティバル開催

「
地
方
の
時
代
」
１２
月
１
〜
８
日
に

ユーモアあふれる
吉本興業寄附講座
初回から１０００人超

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
４０

神
坂
次
郎
氏
を

（６）平成１９年（２００７年）１１月２９日第 ３４８ 号
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ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
施

平
成
十
九
年
度
の
体
育
会
覇

業
披
露
式
が
、
十
一
月
八
日
、

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
悠
久
の
庭

で
執
り
行
わ
れ
た
。

体
育
会
覇
業
披
露
式
は
、
体

育
会
各
部
の
試
合
に
お
い
て
、

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
者
や
団

体
を
表
彰
し
、
体
育
会
全
体
の

士
気
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
国
際
大
会
で
の

活
躍
が
目
立
ち
、
二
〇
〇
七
世

界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手

権
大
会
で
準
優
勝
し
た
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
部
の
�
橋
大
輔
さ
ん

（
文
四
）
を
筆
頭
に
、
グ
ラ
ン

プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
三
位
入
賞

を
果
た
し
た
織
田
信
成
さ
ん（
文

三
）、
世
界
競
泳
二
〇
〇
七
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
（
水
泳
）
に

お
い
て
準
優
勝
の
成
績

を
収
め
た
水
上
競
技
部

の
矢
野
友
理
江
さ
ん（
文

一
）、
第
八
回
ア
ジ
ア
空

手
道
選
手
権
大
会
で
三

位
の
成
績
を
収
め
た
空

手
道
部
の
西
村
有
紗
さ

ん
（
文
二
）、
ア
ジ
ア
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
で
五
位
入
賞

を
果
た
し
た
レ
ス
リ
ン

グ
部
の
梶
本
千
晶
さ
ん

（
文
一
）
ら
、
国
際
大
会
入
賞

の
五
人
と
全
日
本
大
会
レ
ベ
ル

で
優
勝
し
た
二
団
体
七
人
に
学

長
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
国
内
の
大
会
で
活

躍
し
た
合
計
四
十
二
の
団
体
お

よ
び
個
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

澤
田
亜
紀
さ
ん
（
文
一
）

が
、
十
月
六
日
か
ら
八
日
に
行

わ
れ
た
二
〇
〇
七
近
畿
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
で

二
位
に
入
賞
、
ま
た
、
十
一
月

十
六
日
か
ら
十
八
日
に
行
わ
れ

た
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
第
四
戦
・
フ

ラ
ン
ス
杯
に
出
場
し
た
。
さ
ら

に
男
子
で
は
、
�
橋
大
輔
さ
ん

（
文
四
）
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
Ｇ
Ｐ

シ
リ
ー
ズ
第
一
戦
・
ス
ケ
ー
ト

ア
メ
リ
カ
（
十
月
二
十
六
日
・

米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
レ
デ
ィ

ン
グ
）
で
、
二
百
二
十
八
・
九

七
点
で
二
年
ぶ
り
二
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
、
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ

通
算
で
日
本
男
子
初
の
三
勝
目

を
挙
げ
た
。

○
拳
法
部

九
月
十
六
日
に
大
阪
市
中
央

体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
全
・
日

本
拳
法
総
合
選
手
権
大
会
で
、

中
川
絵
美
さ
ん
（
文
三
）
が
、

一
般
女
子
個
人
の
部
で
優
勝
し

た
。
ま
た
、
十
月
二
十
八
日
に

名
古
屋
市
枇
杷
島
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
二
十
三

回
全
日
本
学
生
拳
法
個
人
選
手

権
大
会
で
、友
中
貴
広
さ
ん
（
社

一
）
が
、
優
勝
し
た
。

○
柔
道
部

十
月
十
三
日
に
東
京
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
た
平
成
十
九
年

度
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
男
子
六
十
�
級
で
、

木
村
良
祐
さ
ん
（
商
二
）
が
三

位
に
入
賞
し
た
。

○
水
上
競
技
部

十
月
二
十
七
日
か
ら
開
催
さ

れ
た
競
泳
短
水
路
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
第
二
戦
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

大
会
で
、矢
野
友
理
江
さ
ん
（
文

一
）
が
、
女
子
八
百
�
自
由
形

お
よ
び
女
子
二
百
�
バ
タ
フ
ラ

イ
の
両
種
目
で
優
勝
し
た
。
続

く
、
十
一
月
二
日
か
ら
開
催
さ

れ
た
競
泳
短
水
路
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
第
三
戦
シ
ド
ニ
ー
大
会

で
、
女
子
八
百
�
自
由
形
お
よ

び
女
子
二
百
�
バ
タ
フ
ラ
イ
の

両
種
目
で
準
優
勝
し
た
。

○
馬
術
部

十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一

日
に
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
で
開
催

さ
れ
た
第
五
十
七
回
全
日
本
学

生
賞
典
障
害
飛
越
競
技
大
会

で
、
団
体
優
勝
�
片
山
篤
さ
ん

（
法
三
）、
斉
藤
正
一
郎
さ
ん

（
情
三
）、
中
谷
彩
夏
さ
ん
（
商

三
）
、
荻
原
麻
里
さ
ん
（
法

二
）
�
し
、
四
十
三
年
ぶ
り
の

全
国
制
覇
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
個
人
で
も
中
谷
彩
夏
さ
ん

（
商
三
）
が
優
勝
し
、
個
人
・

団
体
二
冠
を
達
成
し
た
。

十
月
十
九
日
に
総
合
学
生
会
館
「
メ
デ

ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
」
が
、
第
六
回
屋
上

・
壁
面
・
特
殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
で

屋
上
緑
化
大
賞
の
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
屋
上
等
特
殊
空
間

の
緑
化
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

優
れ
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る
民
間
企
業
、

公
共
団
体
、
個
人
等
を
顕
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
一
層
の
普
及
推
進
を
図
り
、

も
っ
て
都
市
環
境
の
改
善
を
進
め
、
豊
か

な
都
市
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
財
団
法
人
都
市
緑
化
技
術
開

発
機
構
が
主
催
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
後

援
し
て
い
る
。

凜
風
館
は
、
課
外
活
動
ス
ペ
ー
ス
や
食

堂
、
店
舗
か
ら
な
る
学
内
厚
生
施
設
で
あ

り
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を

め
ざ
す
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
積

極
的
に
緑
化
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
の
豊
か
な
緑
と
融
合
し
た
建
物
緑
化
を

実
現
し
、
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
一

般
市
民
に
も
そ
の
一
部
を
開
放
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、
今
後
の
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
緑
化
の
好
事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
た
。

馬術部が個人・団体で優勝

▼
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ

ゲ
レ
ン
デ
ま
で
徒
歩
一
分
、

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
は
、
十

二
月
に
別
館
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
増
設
さ
れ
、
最
大
七
十
二
人

の
収
容
が
可
能
に
な
り
、
よ
り

多
く
の
方
の
利
用
に
応
え
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。
心
地
よ
い

運
動
の
あ
と
は
、
味
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
共
に
満
点
の
食
事
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
。
ゼ
ミ
、
サ
ー

ク
ル
、
友
人
同
士
で
白
銀
の
世

界
で
思
い
出
の
ペ
ー
ジ
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
六
甲
山
荘

大
阪
か
ら
一
時
間
で
行
け
る

六
甲
山
荘
は
、
都
会
の
喧
騒
か

ら
離
れ
、
自
然
の
中
に
身
を
置

け
る
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
あ

る
。
セ
ミ
ナ
ー
室
が
増
設
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ゼ
ミ
合
宿

の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
。
友

人
同
士
な
ら
、
近
く
の
人
工
ス

キ
ー
場
で
楽
し
ん
だ
後
、
神
戸

牛
の
夕
食
を
囲
み
な
が
ら
親
睦

を
深
め
る
の
も
一
興
で
あ
る
。

【
申
込
場
所
・
時
間
】

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス：

教
育
後

援
会
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
０

５
５
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス：

高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス

※
月
〜
金
曜
日

九
時
〜
十
六

時
ま
で

※
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
の
二

月
お
よ
び
三
月
の
利
用
は
、
十

二
月
三
日（
月
）か
ら
受
付
開
始

（
十
二
月
お
よ
び
一
月
の
利
用

は
現
在
受
付
中
）

Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

本
学
で
は
、
十
一
月
二
十

日
か
ら
明
年
三
月
二
十
日
ま

で
の
間
、
す
べ
て
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を

実
施
す
る
。
期
間
中
は
暖
房

時
の
室
内
温
度
を
二
十
℃
に

設
定
、
不
要
照
明
の
消
灯
な

ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

組
む
。

夏
季
に
実
施
し
た
ク
ー
ル

ビ
ズ
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
量
を
、「
前

年
同
月
比
二
・
五
％
削
減
す

る
」
と
い
う
目
標
設
定
に
対

し
、
四
・
六
％
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
実
績
を

受
け
、
今
回
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
量
を
「
前

年
同
月
比
一
・
八
％
削
減
す

る
」
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

さ
ら
に
は
、
関
西
大
学
生

活
協
同
組
合
の
協
力
を
得

て
、
学
生
食
堂
で
根
菜
や
香

味
野
菜
を
使
っ
た
体
を
温
め

る
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
購
買

部
で
は
寒
さ
対
策
グ
ッ
ズ
の

特
設
売
り
場
を
設
け
る
な

ど
、
全
学
を
あ
げ
て
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
い
る
。

関
西
大
学
は
教
育
・
研
究
の

成
果
を
活
用
し
、
自
治
体
と
連

携
し
て
事
業
を
進
め
、
交
流
を

深
め
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
統
一
学

園
祭
期
間
中
の
十
一
月
三
日
、

四
日
の
二
日
間
、
本
学
と
連
携

し
て
い
る
自
治
体
な
ど
が
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
凜
風
館
一
階
学

生
ラ
ウ
ン
ジ
に
集
結
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
「
地
域
の
魅
力
ア
ピ
ー

ル
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
六
つ

の
自
治
体
（
大
阪
府
吹
田
市
・

高
槻
市
、
奈
良
県
明
日
香
村
、

兵
庫
県
丹
波
市
、
広
島
県
、
福

井
県
）
に
よ
り
、
各
地
域
の
紹

介
パ
ネ
ル
の
展
示
、
地
元
名
産

品
の
販
売
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
展
が
行

わ
れ
た
。

会
場
は
、
多
数
の
学
生
、
教

職
員
の
ほ
か
、
地
域
住
民
や
一

般
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見

せ
、
一
人
ひ
と
り
が
各
自
治
体

の
魅
力
に
触
れ
、
交
流
を
深
め

た
。
（
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
）

○
全
国
珠
算
教
育
連
盟

◆
平
成
十
九
年
度
全
日
本
珠
算

選
手
権
大
会

種
目
別
読
上
算

競
技

優
勝

社
会
学
部
一
年
次
生糸

数
め
ぐ
み

（
平
成
十
九
年
八
月
八
日
）

○
日
本
港
湾
経
済
学
会

◆
二
〇
〇
七
年
度

論
文
賞

最
優
秀
賞

商
学
部
准
教
授

�
野

仁
子

（
平
成
十
九
年
九
月
六
日
）

○
世
界
文
化
社

◆
第
十
二
回
家
庭
画
報
大
賞（
夢

の
あ
る
美
し
い
暮
ら
し
）」
ウ
ェ

ッ
ジ
ウ
ッ
ド
賞

社
会
学
部
二
年
次
生浦

大
典

（
平
成
十
九
年
九
月
七
日
）

○
日
本
金
属
学
会

◆
第
三
十
回
日
本
金
属
学
会

技
術
開
発
賞

化
学
生
命
工
学
部
教
授

池
田

勝
彦

（
平
成
十
九
年
九
月
十
九
日
）

○
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会

◆
功
労
賞
（
機
械
状
態
監
視
資

格
認
証
制
度
創
設
）

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授

岩
壷

卓
三

（
平
成
十
九
年
十
月
二
十
六

日
）

○
社
団
法
人
大
阪
広
告
協
会

◆
第
六
回
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｃ
Ｍ

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｓ

学
生
部
門

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
最
優

秀
賞

総
合
情
報
学
部
四
年
次
生

原
田

宗
平
、矢
間

清
浩
、

西
田

泰
大
、中
嶋

真

学
生
部
門

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
優
秀

賞総
合
情
報
学
部
四
年
次
生

原
田

宗
平
、矢
間

清
浩
、

森

和
宏

（
平
成
十
九
年
十
一
月
十
六

日
）

平成１９年度
学生生活実態調査を実施中
学生センターでは、本年１１月２１日か

ら１２月１９日までの間、「平成１９年度学生
生活実態調査」を実施しています。
この調査は、本学学生の生活実態を

的確に把握し、修学の状況や課外活
動、福利厚生などに関する基礎資料を
収集し、学生生活や教学面をサポート
するための学生支援策を迅速に立案・
実施するために欠かせないものです。
調査対象者は、学部学生から層別比

例抽出法により６，０００人を抽出し、郵送
およびインフォメーションシステムに
より協力を依頼しています。調査対象
者として選ばれたみなさんは、趣旨を
ご理解のうえ、ご協力よろしくお願い
いたします。
なお、この調査の結果は、平成２０年
度春学期中に「平成１９年度学生生活実
態調査報告書」として発行するほか、
学生センターウェブサイトでも公開す
る予定にしています。

（学生センター）

在
学
生
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
、
本
年
七
月
九
日
か
ら
七
月

の
間
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
実
施
し

た
「
『
関
西
大
学
通
信
』
お
よ

び
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

関
す
る
在
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て
二
百
二

十
四
件
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

ご
回
答
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
十
一
月
二
十
九
日
付

け
で
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
「
お
知
ら
せ
」
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
掲
出

し
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

十
一
月
三
日
、
大
阪
府
の
協
力

の
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
り
、
学
生
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
災
害
時
の
備
蓄
米

（
五
目
ご
は
ん
）
五
百
食
分
の

炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
統
一
学
園
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
親
子
連
れ
や
学
生
が
炊
き

出
し
の
振
る
舞
い
を
受
け
、
防

災
に
関
す
る
パ
ネ
ル
掲
示
な
ど

に
見
入
っ
て
い
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

�
松

武
一
郎
（
た
か
ま
つ

・
た
け
い
ち

ろ
う
�
元
工

学
部
教
授
）

十
月
六
日

死
去
。
八
十
二
歳
。
昭
和
二

十
二
年
京
都
帝
国
大
学
工
学

部
化
学
機
械
学
科
卒
。
六
十

三
年
四
月
本
学
着
任
。
平
成

七
年
三
月
定
年
退
職
。
化
学

工
学
協
会（
現
化
学
工
学
会
）

会
長
な
ど
を
歴
任
。
専
門
は

プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
工
学
。

前号（第３４７号）第８面に掲載した「関大検定」に、在学生
１２１人から回答があり、そのうち全問正解者は１４人でした。たく
さんのご応募ありがとうございました。正解は次のとおり。

テーマ：学生生活

Ｑ―１ （ｄ）
Ｑ―２ （ａ）
Ｑ―３ （ｂ）
Ｑ―４ （ｄ）

テーマ：人物

Ｑ―５ （ａ）
Ｑ―６ （ｃ）
Ｑ―７ （ｄ）
Ｑ―８ （ｂ）

テーマ：データ

Ｑ―９ （ｂ）
Ｑ―１０ （ｂ）
Ｑ―１１ （ｄ）
Ｑ―１２ （ｃ）

テーマ：歴史

Ｑ―１３ （ｂ）
Ｑ―１４ （ｃ）
Ｑ―１５ （ｄ）
Ｑ―１６ （ａ）

テーマ：トリビア

Ｑ―１７ （ｄ）
Ｑ―１８ （ｂ）
Ｑ―１９ （ａ）
Ｑ―２０ （ｃ）

�
関
西
大
学
通
信
�・
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

体体 育育 会会
覇覇業業披披露露式式

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
へ
よ
う
こ
そ

成成績績優優秀秀者者をを表表彰彰

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
別
館
完
成

関大検定結果発表

�
解
答
�

訃

報

平成１９年（２００７年）１１月２９日第 ３４８ 号（７）



　学園祭準備中の一番忙しい時に、緊急に帰省
しなければならなくなった。メンバーとうまく
付き合っていけるか、人間関係に不安を持って
いたときだったので、とても言い出しにくく、
気まずい思い。でも「俺らが頑張るけん、こっ
ちのことはまかせんしゃい！」というメンバー
からのメールを受け取り、ほんまにほんまに嬉
しく思い、感動した。それ以来、作業の相談も
しやすくなり、仲間になれたように思った。メー
ルは今でも保護って（保存してい）る。�
（パンフ局　社会学部2年次生 粗山 はるかさん）

　学園祭期間中、来場者のみなさんが気持ちよく過
ごせるように、実行委員がマナーの向上を促してい
た。そんな矢先、歩きたばこのお客さんを見つけた
ため注意したところ、たばこではなくチュッパチャ
プス（飴）の棒だった。それ以来、学園祭終了後も歩
きたばこの人の口の先を凝視してしまう。　　　　
　（統一学園祭実行委員長

経済学部３年次生 村上 史侑さん）

　初日のオリエンテーションの際、ＫＷＡ（関西
大学プロレス連合）の極道邪神さんが鎖を持ちな
がら私に歩み寄り、無言で鎖の破片を渡してきた。
そのことを友人に話したら、他にも大勢破片を受
け取っていたとのこと。破片の数だけ邪神ファン
が増えたことだろう。�
　（模擬店局　共同購入長�
　　　　　　文学部3年次生　谷岡　志保さん）�

　学園祭期間中は4日間とも朝7時集合。私の起床
時間は朝5時半。しかし、3日目、目覚めると朝7時
半だった。ケータイには不在着信の嵐。友人たちは
7時からの30分間に合計100回、私に電話をかけた
そうな。実行委員は持久力と根気が必要だ。�
　（パンフ局　社会学部2年次生　岩佐　早希さん）�

　最終日の後夜祭終了後、実行委員長として挨拶をすることをすっ
かり忘れていた。自分の名前が呼ばれ、中央ステージに上がり、
なんとか平静を装いつつ、「ただいまをもちまして、2007年度
関西大学統一学園祭を終了します！」と言い放った。段取りと
してはその終了宣言直後に花火がドーンと打ち上がる予定だっ
たが、全く爆音が聞こえてこない。15秒後にようやく打ち上がっ
たが、その間は今まで生きてきて一番長い15秒間だった。�
（統一学園祭実行委員長 経済学部3年次生 村上 史侑さん）

朝
ね
ぼ
う�

「まかせんしゃい」�

鎖男� 歩きたばこ!?

花火が…上がら…ない？�

z  z  z

　“Kandaful days”をテーマに開催
された今年の関西大学統一学園祭。�
　総勢200人余りの学園祭実行委員の
運営により多彩なイベントが繰り広げ
られました。�
　ここでは、華やかな祭を支え続けた、
彼らの笑いと涙のこぼれ話を紹介します。�

11月1日から4日までの4日間開催�

平成１９年（２００７年）１１月２９日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は１月９日発行の予定です

第３４８号

三
面
に
掲
載
の
Ｆ
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
と
こ
ろ

興
味
深
い
講
演
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
写
真
が
中
心
で

あ
っ
た
学
園
祭
記
事
に
こ
ぼ

れ
話
が
加
わ
っ
た
。
十
一
月

三
・
四
日
の
連
休
の
様
子
は

見
て
い
な
い
が
、
準
備
を
し

て
い
る
学
生
が
活
き
活
き
と

し
て
い
た
の
が
、
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
る
。

手
や
体
を
動
か
し
、
色
々

体
験
す
る
と
耳
か
ら
入
っ
た

情
報
で
も
深
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

三
年
次
生
は
就
職
活
動
が

近
づ
い
て
き
た
。
大
学
生
活

の
送
り
方
を
工
夫
し
て
き
て

い
る
と
あ
ま
り
困
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
あ
ま
り
考
え

て
ば
か
り
い
な
い
で
手
足
を

動
か
し
て
何
か
に
取
り
組
む

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
ほ
し

い
。ラ

ン
ダ
ム
ア
ク
セ
ス
の
難

し
い
メ
モ
リ
に
書
き
込
む
よ

う
な
作
業
は
お
互
い
に
つ
ら

い
。

（
飯
田

幸
雄
）

�編集後記�

栗
原

宏
武（
く
り
は
ら
・

ひ
ろ
む
）
教
授

専
門
は
刑
法
と
少
年

法
。
裁
判
官
と
し
て
大
阪

高
裁
部
総
括
判
事
・
大
阪

家
裁
所
長
等
の
要
職
を
務

め
、
平
成
十
六
年
九
月
の

定
年
退
官
と
同
時
に
本
学

に
着
任
。
法
曹
界
を
め
ざ

す
学
生
の
指
導
に
情
熱
を

燃
や
し
て
い
る
。
大
阪
府

公
安
委
員
会
委
員
長
。
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